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スタートアップの 
コストを最適化する 
3 つの方法
スタートアップが AWS でコストを削減し、 
迅速に成長するための方法



コストの最適化は、あらゆる規模のお客様、特にアーリーステージのスタート
アップにとって優先事項です。スタートアップの創業者は、資金を適切に使
い、Amazon Web Services (AWS) を最大限に活用したいと考えています。

例えば、誰もいない部屋の電気を消し忘れたら、電気をつける必要がなかった 
のに電気代を払わなければなりません。このケースはクラウドリソースにも当
てはまります。幸いなことに AWS では何にコストを使ったかを完全に可視化
できるため、不要なリソースをオフにするオプションを利用してコントロール
することが可能です。

AWS は、200 以上のフル機能のサービスを従量制料金モデルで提供していま
す。つまり必要なサービスに対してのみ料金を支払うことになります。サービ
スの使用を停止した場合、追加費用や解約手数料は発生しません。こうした柔
軟性により、スタートアップはコストを増やすことなく、実験や製品の市場投
入をかつてないスピードで行うことができます。

AWS の実績のあるサービスを活用すれば、ニーズに合ったスケーラブルなモダ
ンアプリケーションを構築しながら、継続的にコストを最適化できます。幅広
いサービスと料金オプションにより、コストを効果的に管理し、チームに必要
なパフォーマンスとキャパシティを維持するのが簡単になります。

AWS のエキスパートは、スタートアップが最大限のコスト削減を達成できるよ
うに支援します。スタートアップがどのステージにいても、AWS はスタート
アップと協働して財務ニーズと運用要件を満たす計画を作成します。すぐにでも
コストを抑えるために、以降のページで説明するヒントを取り入れましょう。
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https://aws.amazon.com/what-is-aws/
https://aws.amazon.com/pricing/


ヒント 2

需要に応じた 
キャパシティの調整

›

ヒント 1

適切な料金モデルの選択

›

ヒント 3

リソースの無駄を特定する
プロセスの実行

›

スタートアップのコストを最適化する 3 つの方法
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ヒント 1: 

適切な料金モデルの選択

AWS Cost Explorer を使ってコストを把握し、 
料金モデルを決定する
スタートアップにとっての優先事項は、コストを把握して料金モデルを決定する
ことです。AWS Cost Explorer を使うと、ユーザーが定義したコスト配分タグ 
に応じてコストにフィルターをかけることができます。タグを請求レポートに
表示するには、Billing and Cost Management コンソールでタグを有効にする
必要があります。タグがコンソールに表示されるまで最大で 24 時間かかる場合
があります。こちらの手順に沿って、作成済みかつリソースに適用済みのタグを
アクティブ化してください。この方法でコストの内訳を出すことで、さまざまな
プロトタイプをテストする際に料金モデルをすぐに検証できます。また、AWS 
では幅広い目的別データベースの選択肢を提供しており、コスト削減、成長、迅
速なイノベーションが可能です。

AWS リザーブドインスタンス (AWS RI) を使用して、
Amazon Relational Database Service (Amazon 
RDS)、Amazon Redshift、Amazon ElastiCache、
Amazon OpenSearch Service のコストを削減
Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2) や Amazon RDS などの
一部のサービスでは、リザーブドキャパシティに投資することで、同等のオン
デマンドキャパシティと比較して最大 72% の節約効果を得られます。AWS RI 
には、全額前払い (AURI)、一部前払い (PURI)、前払いなし (NURI) の 3 つの
オプションがあります。AWS Cost Explorer RI の購入レコメンデーションで
示される推奨事項を使用します。購入レコメンデーションは、Amazon EC2、 
Amazon RDS、Amazon Redshift、ElastiCache、OpenSearch Service の
使用状況に基づきます。
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https://aws.amazon.com/aws-cost-management/aws-cost-explorer/
https://docs.aws.amazon.com/awsaccountbilling/latest/aboutv2/custom-tags.html
https://docs.aws.amazon.com/awsaccountbilling/latest/aboutv2/activating-tags.html
https://aws.amazon.com/aws-cost-management/aws-cost-optimization/reserved-instances/?track=costop
https://aws.amazon.com/ec2/
https://aws.amazon.com/rds/
https://aws.amazon.com/aws-cost-management/aws-cost-optimization/reserved-instances/?track=costop
https://aws.amazon.com/redshift/
https://aws.amazon.com/elasticache/
https://aws.amazon.com/opensearch-service/


Amazon EC2 スポットインスタンスを使って 
EC2 のコストを削減する
スポットインスタンスを使用することで、期間ベースの契約をすることなくオンデマンド料金
から最大 90% の割引を受けることができます。スポットインスタンスは耐障害性、スケーラ
ビリティ、柔軟性に優れたアプリケーションに最適な選択肢です。使用対象の例には、ビッグ 
データ (Amazon EMR、Hadoop、Spark クラスター)、コンテナ化されたワークロード 
(Amazon Elastic Container Service [Amazon ECS]、Amazon Elastic Kubernetes 
Service [Amazon EKS]、またはセルフマネージド型の Kubernetes)、継続的インテグレー
ションと継続的デリバリー (CI/CD)、ウェブサーバー、ハイパフォーマンスコンピューティン
グ (HPC) (バッチ、グリッドサーバー、ゲノムシーケンス)、テスト環境、開発環境などがあり
ます。

Compute Savings Plans を使って Amazon EC2、
AWS Fargate、AWS Lambda のコストを削減する
Savings Plans は、AWS のコンピューティング使用量を最大 72% 節約できる柔軟な料金モ
デルです。この料金モデルでは、インスタンスファミリー、サイズ、オペレーティングシステ
ム (OS)、テナンシー、AWS リージョンに関係なく低価格で EC2 インスタンスを使用でき、
Fargate と Lambda の使用量にも適用されます。

AWS Cost Explorer で示される推奨事項を参照してください。また、「コンピューティング、
1 年、前払いなし」のオプションを選択していることを確認してください。Savings Plans に
サインアップすると、コンピューティング使用量に対する請求には Savings Plans の割引が自
動的に適用されます。

72%
リザーブドインスタンス 
への切り替え後、同等の 
オンデマンドキャパシティ 
と比較したコスト削減 
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https://aws.amazon.com/ec2/spot/?track=costop
https://aws.amazon.com/emr/
https://aws.amazon.com/ecs/
https://aws.amazon.com/eks/
https://aws.amazon.com/eks/
https://aws.amazon.com/savingsplans/?track=costop
https://aws.amazon.com/fargate/
https://aws.amazon.com/lambda/


企業概要: SEON は、2017 年にハンガリーで設立されたスタートアップで、
不正防止ソリューションを提供しています。今日のスタートアップがスケー
ルするうえで模範となる企業です。SEON は AWS クラウドサービスを使用
することで、アーキテクチャを大幅にリファクタリングすることなく 3 年連
続で急速に規模を拡大し、毎年 3 倍の成長を遂げました。

課題: スタートアップがスケールするには、コストを抑えながら利益率を
大幅に高める必要があります。スタートアップのグロースステージやニー
ズに応じて、さまざまな方法があります。SEON の場合、環境のプロビ
ジョニングを手動で行っていたことで、立ち上げに必要な時間という隠れ
たコストがあり、コストが過剰で不確実になっていました。

AWS のソリューション: SEON がスケーリングに成功した主な要因は、
Amazon RDS、Amazon API Gateway、AWS Lambda など 30 以
上の AWS ソリューションを使ったことでした。これらのソリューション 
は、5,000 以上の顧客のリアルタイムトランザクションをサポートしてい
ます。AWS ソリューションの柔軟なスケーリングにより、SEON のアー
キテクチャは高負荷の時期でも問題なく稼働できます。

「...プロビジョニングを...AWS なしで行うと...コスト
が高くなり、立ち上げに必要な時間という隠れたコスト
が発生します。AWS を使用することで、100 人以上の
エンジニアが幅広い技術ポートフォリオで顧客に価値を
提供しています」

SEON、Chief Architect、Adam Berkecz 氏

全文を読む ›
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https://aws.amazon.com/rds/
https://aws.amazon.com/api-gateway/
https://aws.amazon.com/lambda/
https://aws.amazon.com/blogs/startups/scaling-rapidly-with-aws-how-seon-achieved-3x-growth-for-3-years-running/


ヒント #2:

需要に応じたキャパシティの調整

使用率が低い Amazon EC2 インスタンスを特定し、 
停止またはサイズ適正化を行ってコストを削減する
AWS Cost Explorer のリソース最適化を使用すると、アイドル状態または
使用率が低い EC2 インスタンスのレポートを入手できます。このようなイン
スタンスを停止するか、ダウンサイジングすることでコストを削減できます。
Instance Scheduler on AWS を使用すると、インスタンスを自動的に停止
できます。Operations Conductor on AWS を使用すると、EC2 インスタン
スのサイズを自動的に変更できます (AWS Cost Explorer の推奨レポートに基
づきます)。

使用率が低い Amazon RDS と 
Amazon Redshift のインスタンスを特定して、 
Amazon RDS の停止、または Amazon Redshift の
一時停止でコストを削減する
Trusted Advisor の Amazon RDS のアイドル状態の DB インスタンスチェック 
では、過去 7 日間接続がないデータベース (DB) インスタンスを特定できます。
コストを削減するには、こちらのブログ記事 (英語) で説明されている自動化手
順に沿って、該当する DB インスタンスを停止します。

Amazon Redshift の場合、Trusted Advisor の使用率の低い Redshift クラス
ターチェックを使用すると、過去 7 日間接続されていないクラスターや、過去
7 日間の 99% でクラスター全体の平均 CPU 使用率が 5% 未満のクラスターを
特定できます。コストを削減するには、こちらのブログの手順に沿って、該当
するクラスターを一時停止します。

Amazon DynamoDB の使用状況を分析し、 
自動スケーリングまたはオンデマンドでコストを削減する
DynamoDB の使用状況を分析するには、Amazon CloudWatch で、
ConsumedReadCapacityUnits と ConsumedWriteCapacityUnits という  
2 つのメトリクスをモニタリングします。自動スケーリング機能を使用して、
DynamoDB テーブルを自動的にスケールイン、スケールアウトします。

こちらの手順で、既存のテーブルで自動スケーリングを有効にできます。 
またはオンデマンドオプションを使用することで、読み書きリクエストごとに
料金を支払うこともできます。このオプションでは使用した分だけ料金を支払
うため、コストとパフォーマンスのバランスを取りやすくなります。
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https://docs.aws.amazon.com/awsaccountbilling/latest/aboutv2/ce-rightsizing.html
https://aws.amazon.com/solutions/implementations/instance-scheduler/?track=costop
https://aws.amazon.com/solutions/implementations/operations-conductor/?track=costop
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/awssupport/latest/user/cost-optimization-checks.html#amazon-rds-idle-dbs-instances
https://aws.amazon.com/blogs/database/implementing-db-instance-stop-and-start-in-amazon-rds/?track=costop
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/awssupport/latest/user/cost-optimization-checks.html#underutilized-amazon-redshift-clusters
https://aws.amazon.com/premiumsupport/technology/trusted-advisor/best-practice-checklist/?track=costop
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/lower-your-costs-with-the-new-pause-and-resume-actions-on-amazon-redshift/
https://aws.amazon.com/dynamodb/
https://aws.amazon.com/cloudwatch/
https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/AutoScaling.Console.html#AutoScaling.Console.ExistingTable


企業概要: Qiscus はインドネシアを拠点とするスタートアップで、リアル
タイムコミュニケーション技術を活用して企業が顧客とつながることを 
支援しています。同社の主な製品は、チャットソフトウェア開発キットと
マルチチャネルチャットプラットフォームの 2 つです。

課題: Qiscus の最大の優先事項はコスト管理です。多国籍企業から、
チャットサービスの予算が限られている自宅ベースの企業まで、幅広い顧
客がいるためです。Qiscus は将来に向けて、主力製品の継続的なイノベー
ションの一環として機械学習を活用することを計画しています。

AWS のソリューション: Qiscus は 24 時間 365 日コストをモニタリ
ングするために、AWS Cost Explorer を使用しています。AWS Cost 
Explorer では各サービスのコストの内訳を出し、個々のサービスにタグ
付けして月々のコストを分析します。その結果、顧客それぞれに合わせた
価格モデルの設定について、より多くの情報に基づいた意思決定を実現し
ています。

「[AWS Cost Explorer のおかげで、] 価格モデルを 
設定する際に、より多くの情報に基づいた意思決定が 
できるようになりました」

Qiscus、共同創業者兼 CTO、Evan Purnama 氏

全文を読む ›
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https://aws.amazon.com/aws-cost-management/aws-cost-explorer/
https://aws.amazon.com/solutions/case-studies/qiscus/


ヒント #3:

リソースの無駄を特定する
プロセスの実行

使用率が低い Amazon Elastic Block Store 
(Amazon EBS) ボリュームを特定し、スナップ
ショット作成後にボリュームを削除してコストを削
減する
7 日間のアクティビティが非常に少ない (1 日あたり 1 IOPS 未満) Amazon 
EBS ボリュームは、おそらく使われていません。Trusted Advisor の利用頻
度の低い Amazon EBS ボリュームチェックを使って、このようなボリュー
ムを特定します。コストを削減するには、まずボリュームのスナップショット
を作成し (後で必要になる場合があるため)、その後ボリュームを削除します。 
Amazon Data Lifecycle Manager を使用すると、スナップショットの 作
成を自動化できます。Amazon EBS ボリュームを削除するには、こちらの手
順を実行します。

Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) 
の使用状況を分析し、低コストのストレージ階層を使用
してコストを削減する
Amazon S3 分析を使用して、30 日間以上にわたるオブジェクトデータセッ
トのストレージアクセスパターンを分析します。Amazon S3 分析では、S3 
Standard-Infrequent Access (S3 Standard-IA) を活用してコストを削減
できる部分について、推奨事項が提供されます。Amazon S3 ライフサイクル
ポリシーを使用して、オブジェクトをより低コストのストレージ階層に移動す
る作業を自動化できます。また、Amazon S3 Intelligent-Tiering を使用し
て、自動的にオブジェクトを分析して適切なストレージ階層に移動することも
できます。

ネットワークを見直して、アイドル状態のロードバラ 
ンサーを削除することでコストを削減する
Trusted Advisor のアイドル状態の Load Balancer チェックを使用して、 過
去 7 日間の RequestCount が 100 未満だったロードバランサーのレポート 
を取得できます。その後こちらの手順 (英語) に沿って、コスト削減のために該
当するロードバランサーを削除します。さらに、こちらのブログ (英語) で説明
されている手順に沿って、AWS Cost Explorer を使用してデータ転送コストを
見直すこともできます。
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https://aws.amazon.com/ebs/
https://aws.amazon.com/ebs/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/technology/trusted-advisor/best-practice-checklist/?track=costop
https://aws.amazon.com/premiumsupport/technology/trusted-advisor/best-practice-checklist/?track=costop
https://docs.aws.amazon.com/dlm/index.html
https://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/ebs-deleting-volume.html
https://docs.aws.amazon.com/AWSEC2/latest/UserGuide/ebs-deleting-volume.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/dev/analytics-storage-class.html
https://aws.amazon.com/s3/storage-classes/#__?track=costop
https://aws.amazon.com/s3/storage-classes/#__?track=costop
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/dev/object-lifecycle-mgmt.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/dev/object-lifecycle-mgmt.html
https://aws.amazon.com/s3/storage-classes/#Unknown_or_changing_access/?track=costop
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/awssupport/latest/user/cost-optimization-checks.html#idle-load-balancers
https://docs.aws.amazon.com/elasticloadbalancing/latest/classic/elb-getting-started.html#delete-load-balancer
https://aws.amazon.com/blogs/mt/using-aws-cost-explorer-to-analyze-data-transfer-costs/?track=costcop
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/awssupport/latest/user/cost-optimization-checks.html#underutilized-amazon-ebs-volumes
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/AWSEC2/latest/UserGuide/ebs-deleting-volume.html


企業概要: Belvo は、南米で先進的なオープンファイナンス API プラット
フォームを提供しています。このプラットフォームは、フィンテック (金融
技術) 企業や金融機関がユーザーの金融資産データにアクセスして解釈し、
より利用しやすい最先端の包括的な製品を開発するのを支援しています。

課題: 同社は 2021 年に、より大規模な顧客と規制金融機関にフォーカス
し始めました。それらの顧客と金融機関では、データセキュリティのベス
トプラクティスとコンプライアンスプログラムの厳格な遵守が必要でした。
コンプライアンスを証明するために、同社は ISO 27001 認証を必要とし
ていました。

AWS のソリューション: Belvo は、AWS サービスを使った自動化に取
り掛かりました。使ったのは、最も簡単に安全なマルチアカウント AWS 
環境をセットアップして管理できる AWS Control Tower と、顧客の 
AWS インフラストラクチャの最適化、コスト削減、サービスクォータの
モニタリングの方法を特定する AWS Trusted Advisor などでした。
この 2 つのソリューションを使用して、同社はアーキテクチャ、セキュ
リティ、パフォーマンス、コストの最適化、クラウドガバナンスに関する 
AWS のベストプラクティスに従っています。

「AWS のサービスはスケーラビリティが高く、 
我が社が思い通りに成長できない状況に陥った 
ことは一度もありません」

Belvo、VP of Engineering、Giuseppe Ciotta 氏

全文を読む ›
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https://aws.amazon.com/controltower/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/technology/trusted-advisor/
https://aws.amazon.com/solutions/case-studies/belvo-case-study/


次のステップ
今回紹介した内容は、AWS が提供するさまざまなコスト最適化オプションの 
出発点に過ぎません。AWS を使用することで、コストをコントロールし、継続
的に支出を最適化しながら、ニーズに合ったモダンでスケーラブルなアプリケー
ションを構築できます。幅広いサービスおよび料金オプションがあるため、ビジ
ネスの成長に必要なパフォーマンスとキャパシティを維持しながら、効果的に 
コストを管理できる柔軟性が得られます。

コスト最適化に関する他のリソースもぜひご覧ください
ウェブサイトを見る ›
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